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ジェネリック イミュニティ規格 EN 61000-6-1

自動車、ボート、内燃機関に関する各種機器
- 搭載受信機 SAE J551 (CISPR 12)

静電気放電テスト EN 61000-6-2; EN 61000-4-2; EN 61000-4-3

本適合宣言は、マーキュリーマリンとマリンパワーヨーロッパの責任により作成されております。

パトリック C. マッキー
マーキュリーマリン 社長（住所： アメリカ合衆国、ウイスコンシン州、フォン デュ ラック市）
ヨーロッパの規則に関する担当部門：
製品環境技術部：マーキュリーマリン

（住所： アメリカ合衆国、ウイスコンシン州、フォン デュ ラック市）

ii jpn



保証について

保証......................................................................................................................................................... 1

一般事項

操縦者の責任.......................................................................................................................................... 2
船外機を運転する前に............................................................................................................................ 2
船舶の馬力許容値................................................................................................................................... 2
非常停止スイッチ（ランヤードストップスイッチ）............................................................................. 3
水中にいる人の安全を守る..................................................................................................................... 4
排気ガス................................................................................................................................................. 4
船外機の付属品の選択............................................................................................................................ 5
Safe Boating Suggestions...................................................................................................................... 5
シリアル番号.......................................................................................................................................... 6
2.5/3.3 (4 ストローク) の仕様 ................................................................................................................ 7

取付け

船外機の取付け....................................................................................................................................... 8

運送

ボートから取外した船外機の持ち運び、格納、及び輸送について....................................................... 9
ボート/船外機の牽引............................................................................................................................ 10

ガソリンとオイル

推奨ガソリン........................................................................................................................................ 11
燃料タンクの給油................................................................................................................................. 11
推奨エンジンオイル............................................................................................................................. 12
エンジンオイルの点検.......................................................................................................................... 12

特徴とコントロール

特徴とコントロール............................................................................................................................. 14
船外機のチルト..................................................................................................................................... 16
船外機の操作角度の設定 ..................................................................................................................... 16

jpn iii





保証
お買い上げいただきました製品に万一不具合が生じた場合には、 別途「保証書」記載の内容にもとづ
き保証いたします。

保証について
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操縦者の責任
操縦者（操船者）は、船舶を正しく安全に操縦し、船舶の所有者ならびに一般市民の安全を守る責任
があります。船舶を操縦される方は、説明書全体をお読みいただき、十分ご理解いただくようお願い
いたします。

操縦者が急に船舶の操縦不能に陥った場合に備えて、船外機および 船舶取扱い操作の基本についての
訓練を受けた人が少なくとももう 1 人乗船しておくようにしてください。

船外機を運転する前に
この取扱説明書を注意深く読み、 船外機を適正に操作する方法を習得してください。 ご質問がある場
合は、販売店にお問い合わせください。

ボートを操作する際は、常に安全と良識に基づいた行動を心がけることが、人身事故と製品損傷を防
止する最善の方法です。

この取扱説明書では、取扱い及び点検整備に関する必要な事項を下の国際記号を表示することで、特
定のサービス、又は操作上で不正確、或いは不注意に行われた場合に危険である項目について注意を
促し、警告しております。

!  危険
大怪我をしたり、死に至るような危険性の高い不安全な行為。

!  警告
大怪我をしたり、死に至るようなこともあり得る危険、又は不安全な行為。

!  注意
怪我をしたり、軽度の負傷をもたらすような危険、又は不安全な行為。

注意：
エンジンを損傷したり、製品又は設備に損傷を与えるような危険、又は不安全な行為。

船舶の馬力許容値

!  警告
船舶の最大馬力許容値を上回った場合、重傷または死亡事故のおそれがあります。船舶の出力を上
げすぎると、船舶の制御と浮揚特性に影響を及ぼし、トランサムが折れることがあります。船舶の
最大出力評価を上回るエンジンを取り付けないでください。

船舶の出力を上げすぎたり、過積載にならないようにしてください。大部分の 船舶では、各連邦ガイ
ドラインに沿ってメーカーが決定した許容できる出力と積載量の最大値を示す容量プレートをつける
ことが義務づけられています。ご不明点は、ディーラーまたは船舶の製造者にお問い合わせください。

U.S. COAST GUARD CAPACITY
MAXIMUM HORSEPOWER XXX
MAXIMUM PERSON
   CAPACITY (POUNDS) XXX
MAXIMUM WEIGHT
   CAPACITY XXX

一般事項
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非常停止スイッチ（ランヤードストップスイッチ）
非常停止スイッチの目的は、操縦者があやまって船内に倒れたり、船外に投げ出されたりして運転位
置から離れた時に、エンジンを非常停止させることです。ティラーハンドルモデルといくつかのリモ
ートコントロールには、非常停止スイッチが装備されています。ランヤードスイッチはアクセサリー
として取付けることもでき、その場合はダッシュボードか操縦者の身近に取付けます。

ランヤードは、一端のエレメントをスイッチに差込み、他端の金属スナップを操縦者に取付けて引き
伸ばした時、長さが 1.2〜1.5m になるコードです。障害物とランヤードがもつれないようにするため
に、自然長をできるだけ短かくするコイル状になっています。また、操縦者が運転席付近を動き回る
場合、偶然の作動による事故を防ぐために、伸びた状態ができるだけ長くなるようにつくられていま
す。より短いランヤードが望まれる場合、ランヤードとクリップを使って操縦者の手首又は脚にラン
ヤードを巻きつけるか、又はランヤードに簡単な結び目を作ることによって調整できます。

a - ランヤードコード
b - 非常停止スイッチ

このスイッチの取付け、使用又は不使用を選択する前に、下記の安全のための警告をよくお読みくだ
さい。

安全に関する重要情報：非常停止スイッチの目的は、操縦者があやまって船内に倒れたり、船外に投
げ出されたりして運転位置から離れた時に、エンジンを非常停止させることです。例えば、操縦者が
水中に落ちたり、誤って船内に倒れたりした時などで、両サイドが低いインフレータブルボートやバ
スボート、ハイパフォーマンスボート、ティラーハンドルで操縦する軽量で操舵の敏感な釣り船など
で起こりがちです。更にプレーニング時にシートの背に座ったり、立ったまま運転をしたり、浅瀬や
障害物のありそうな場所での高速運転、ステアリングホイルやティラーハンドルから手を離したため
に急旋回した場合、又は飲酒運転、無謀運転などをした時に起こりやすくなります。

非常停止スイッチでエンジンを急停止しても、走航当時の速度やハンドルの操作具合によっては、惰
性によりボートはまだかなり進み、その針路にいる人を傷つけることがあります。

!  警告
操縦者が誤って船外に投げ出された場合、ボートにより重傷を負ったり死亡する危険があります。
エンジンを非常停止させることでその危険を最小におさえることができます。常にランヤードの一
端のエレメントがスイッチに差込まれ、他端が操縦者に正しく取付けられていることを確認してく
ださい。

他の乗員も正しい始動及び操作手順を習得し、緊急の場合（操縦者が誤って船外に投げ出された場合
など）には船外機及びボートを運転できるようにしておくことをおすすめします。

!  警告
非常停止スイッチが偶発的に作動することによる怪我又は死亡事故は、絶対に避けなければいけま
せん。操縦者が運転席を離れる際は、常にランヤードを操縦者から取外してください。

スイッチの偶発的な作動又は不注意な操作によってもエンジンが停止します。その結果、次のような
危険な事態が発生します：

• 非常停止によりバランスを失い、乗員が船首から水中に転落する（船首に座席のあるボートに
多く、乗員が船首から水中に転落し、ギアケース又はプロペラとの接触により怪我をする）。

• 推進力を失い、荒海や強い流れ又は強い風の水域では針路を失う。

• 着岸の際にコントロールを失う。

a
b

一般事項
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水中にいる人の安全を守る

航行中の注意
たとえ低速で航行中でも、水中にいる人にとっては航行してくる船舶を回避することは困難です。

水中に人がいる可能がある水域を航行する場合は、十分に注意し、速度を落としてください。

船舶が移動している（コースティング）場合で船外機のギアシフトがニュートラル位置の場合は、プ
ロペラに侵入する水によりプロペラを回転させる力が生まれています。ニュートラル位置でプロペラ
が回転する場合重大事故につながります。

停止時の注意

!  警告
プロペラの回転、船舶の移動または船舶に装着したハード機器は、水中にいる人にとっては重大事
故につながります。遊泳者など人が船舶に近づいている場合はただちにエンジンを停止してくださ
い。

船外機をニュートラルにシフトし、水中にいる人が船舶に近づく前にエンジンを停止してください。

排気ガス

一酸化炭素中毒への注意
一酸化炭素は、全ての内燃機関の排気ガスの中に存在します。 この内燃機関とはボートを推進する船
外機、スターンドライブ、及び船内機だけではなく、ボート内の数々のアクセサリーへ電気を送って
いるジェネレータなどです。 一酸化炭素は、無味無臭無色の有毒なガスです。

一酸化炭素中毒の初期の症状は、頭痛、めまい、ねむ気、吐き気などがあり、これを船酔いや飲みす
ぎなどと間違ってはいけません。

!  警告
ガス中毒を防止するため、不十分な換気状態でエンジンを作動してはいけません。 長時間一酸化炭
素を吸い込むと、意識不明、頭脳障害、又は死亡事故になる危険があります。

良好な換気
乗員のいる周辺を十分に換気し、ガス排出のためサイドカーテンや前部ハッチを開けます。

ボートの理想的な換気の例：

一般事項
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2.5/3.3 (4 ストローク) の仕様

モデル 2 2.5 3.5

出力（馬力） 2 2.5 3.5

キロワット（KW) 1.47 2.98 3.73

スロットル全開 RPM
範囲 4500 ～ 5500 5000 ～ 6000

アイドル RPM 1200 RPM (フォワードギア時)、1300 RPM（ニュートラル時）

気筒数 1

総排気量 85.5 cc  (5.21 cu. in.)

シリンダボア 55 mm (2.16 in.)

ストローク 36 mm  (1.41 in.)

エンジンオイル容量 300 ml (10 fl. oz.)

推奨スパークプラグ NGK DCPR6E

スパークプラグギャ
ップ 0.9 mm  (0.035 in.)

ギアルーブリカント
容量 180 ml  (6.0 fl. oz.)

ギア比 2.15:1

推奨ガソリン 　「ガソリン & オイル」を参照

推奨オイル 「ガソリン & オイル」を参照

操縦者の聴覚
(ICOMIA 39-94) 79,8

一般事項
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船外機の取付け

推奨トランサム高さ
1. ボートのトランサム高さを測定します。 アンチベンチレーションプレートは、船底より

25mm ～ 50mm (1 ～ 2 in.)下になるようにセットします。

a - アンチベンチレーションプレート

トランサムへの船外機の取付け
1. 船外機をボートのトランサムの中心線上に取付けます。

2. トランサムクランプハンドルを締め付けます。

a

取付け
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ボートから取外した船外機の持ち運び、格納、及び輸送について
船外機を係留させて、フュエルバルブを閉じ、エンジンが自然に停止するまで作動させます。 これに
より、キャブレタ内に残った燃料を排出します。 エンジンが停止したら、フュエルタンクベントを閉
じます。

a - 「閉」位置
b - 「開」位置
c - フュエルバルブ

a - フュエルタンクベント

ボートから船外機を取外し、全ての冷却水が排出されるまで、直立のまま保持します。 移動する場合
は、船外機を直立（垂直）状態に保ちます。

持ち運び、輸送、格納時のエンジンは直立（垂直）位置に保つか、チラーハンドルが上になるように
船外機を倒します。 これにより、オイルがクランクケースから流れ出るのを防止します。

a - 直立（垂直）位置
b - チラーハンドルが上になるようにします。

下図の姿勢でエンジンを持ち運んだり、格納、輸送しては絶対にいけません。 クランクケースからオ
イルが流れ出し、エンジンへ損傷を与える原因になります。

a b

c

a

a b

運送
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ボート/船外機の牽引
重要： チルトロック機能は、チルトアップ位置に船外機を保持したままボートを牽引する目的では設
計されていません。 チルトロック機能を使用すると、跳ね上った時、船外機がチルトロック機能から
外れ落ち、損傷の原因になる場合があります。

ボートを牽引する際は、船外機をチルトダウン（通常の操作位置）する必要があります。

更に余分なクリアランスが必要な場合は、ボートから船外機を取外し、しっかりと固定します。 踏
切、自動車道、またはトレーラのバウンドに備えて、十分なクリアランスが必要になります。

フォワード「F」ギアへシフトします。 これにより、プロペラが空回りすることを防ぎます。

運送
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推奨エンジンオイル
マーキュリーマリン又はクイックシルバー SAE 10W-30 マルチグレードオイル 4-ストローク マリン
エンジン オイル（全ての温度に適用するもの）を推奨します。 これが入手できない場合は、マーキュ
リー又はクイックシルバー スターンドライブ&インボード 4-ストローク エンジン オイルの使用を推
奨します。 API (American Petroleum Institute) 分類で認定された SH, SG, SF, CF-4 級, CE, CD,
CDII.　エンジンオイル、又は上記同等製品かそれ以上の高質の 4-サイクル エンジン オイルを使用し、
それ以外の低質エンジンオイルの使用は禁じられております。 低品質オイルの使用は、エンジンに重
大な損傷を与える原因になる場合があります。

推奨 SAE エンジンオイル
a - 通常温度で使用可能な、SAE 10W-30 粘度

オイルを推奨します。
b - 気温 4 °C (40 °F)以上の場合は、SAE

25W-40 粘度のオイルの使用も可能です。

エンジンオイルの点検
重要： オイルを入れ過ぎてはいけません。 オイルレベルの点検をする際は、船外機を直立（チルトア
ップしていない状態）状態にして行います。

1. 船外機を直立状態にします。

2. オイルレベルは、オイルレベル点検ウィンドーで確認します。 オイルレベルが下限マークより
低い場合は、オイルフィルキャップを取外し、規定のオイルを上限マークまで給油します。

注意： オイルレベルが下限マークより低い場合は、規定のオイルを約 100 ml (3 oz.) 給油します。

+20

+40

+60

+80

F° C°

0

+100

–7

+4

+16

+27

–18

+38

ab

ガソリンとオイル
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3. オイル フィル キャップを再び取付け、しっかりと締め付けます。

a - オイルレベル点検窓
b - 上限
c - 下限

a - オイル フィル キャップ

a

c

b

a

ガソリンとオイル
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特徴とコントロール
フュエル シャットオフバルブ:バルブを「閉」位置にして、エンジンを停止します。 バルブを「開」
位置にして、エンジンを始動します。

a - 「閉」位置
b - 「開」位置
c - フュエル シャットオフバルブ

チョークノブ：ノブを完全に引き出して、冷えたエンジンを始動します。 エンジンを暖機中は、必要
に応じてノブを中間まで押し込みます。 エンジンが暖機した後は、ノブを完全に押し込みます。

スロットルグリップフリクションノブ： このノブで、スロットルグリップを希望のスピードにセット
します。 ノブを右（時計方向）に回してスロットルグリップを重くし、左（反時計方向）に回して軽
くします。

a - 左（反時計方向）に回して軽くする
b - 右（時計方向）に回して重くする

!  警告
ボートのコントロールを失い、怪我や死亡事故になるようなことは絶対に避けなければなりませ
ん。 ステアリングハンドル、又はチラーハンドルから手を離した際、船外機が急旋回しないように
適正なステアリングフリクション（操作荷重）を維持しておく必要があります。

a b

c

a b

特徴とコントロール
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ステアリングフリクション（操作荷重）の調整：このノブを調整して、希望のステアリングフリクシ
ョン（重さ）に調整します。 フリクションを強めるには、ノブを右（時計方向）に回し、弱めるに
は、左（反時計方向）に回します。

a - 左に回して弱める
b - 右に回して強める

サイドハンドルギヤシフト：ギアシフトをコントロールします。 エンジンを始動する場合は、ギアを
ニュートラル位置にシフトします。 F = フォワードギア、 N = ニュートラル位置

N

F

エンジンストップスイッチ/ランヤード停止スイッチ：ストップスイッチを押すか、ランヤード停止ス
イッチを引いてエンジンを停止します。 ランヤード停止スイッチが差し込まれていない場合は、エン
ジンは始動しません。

a - エンジンストップスイッチ/ランヤード停止ス
イッチ

b - ランヤード

a b

a

b

特徴とコントロール
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スタータロープ： スタータロープ引いて、エンジンを始動させます。

船外機のチルト

船外機のフル チルト アップ位置
1. エンジンを停止します。

2. トップカウリングの手かけ部を持って、いっぱいまで船外機をチルトアップします。

3. チルトサポートピンを押し込みます。 チルトサポートピンに船外機を下ろします。

a - チルトサポートピン

船外機を走航位置に下げます。
1. 船外機を引き上げて、チルトサポートピンを引き出します。 船外機を下げます。

船外機の操作角度の設定
チルトピンを適切な穴に差し込んで、船外機の垂直方向の操作角度を調整します。 正しい調整により
ボートが安定し、最良の性能を発揮し、かつステアリングを軽くすることができます。

ボートが全速力で走航中、船外機が水面に垂直になるようにチルトピン位置を調整します。 これによ
り、ボートが水面に平行に走航することを可能にします。

a

特徴とコントロール
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重量が均等になるように、ボートの乗員と荷重を調整します。

a - チルトピン

a

特徴とコントロール

jpn 17



事前チェック項目
• 操縦者が、安全な航法、 船舶の操縦方法と操作手順を学び知っていること。
• 乗船者全員分の承認済みかつ適切な大きさの水に浮くための浮き輪などの浮上用具がすぐに届

く位置に用意されていること（これは法律による規定です）。
• 水の中の人に向け放り投げられるように設計されたリングタイプ救命ブイまたは浮くクッショ

ンを準備していること。
• 船舶の最大の積載容量能力を知っていること。船舶能力プレートを確認してください。
• 燃料供給が OK かどうか確認してください。
• 船舶の乗船者と積荷は重さが均等に配分されるようにして、乗船者は適切な座席に着席するこ

と。
• どこに行っているか、いつ帰る予定なのかを誰かに知らせておくこと。
• アルコール、ドラッグを使用した状態で船舶を操作しないこと。
• 海と航行区域を知っておくこと;潮の流れ、海流、サンドバー、岩や他の危険
• 保守 ― 点検と保守日程 ― にある点検を行ってください。

氷点下の気温での操縦
氷点または氷点下に近い気温で船外機を使用または停泊させておくときは、ギヤケースが水中に入っ
ているように、船外機を常に下に傾けておいてください。これは、ギヤケースで閉じ込められた水が
凍り、冷却水ポンプと他の構成部品に起こりうる破損を防ぎます。

水面に氷が張っている可能性があるときは、船外機を取り外して、水を完全に外に出してください。
船外機のドライブシャフトのハウジングの中の水に氷ができると、エンジンの水流を妨げ損傷が起こ
ることがあります。

塩水または汚染された水の中での航行
船外機の内部の水管は、塩水中または汚染された水中の航行後は、淡水で洗浄していただくことをお
すすめします。淡水洗浄により、沈着物の蓄積が水通路を詰まらせるのを防ぐことができます。保守
― 冷却装置のフラッシュ― を参照してください。

船舶を水中に停泊させておくときは、ギヤケースを使用していないときは、常にギヤケースが完全に
水面から出ている（ただし氷点下のときを除く）ように、船外機をチルトさせておいてください。

使用後は毎回船外機の外部を洗浄し、プロペラとギヤケースのエキゾーストアウトレットを淡水で洗
い流してください。外金属面に Mercury Precision または Quicksilver 腐食止め剤を毎月噴霧してくだ
さい。アノードの性能が落ちるため、防食アノードに噴霧しないでください。

エンジンのブレイキン手順
重要： エンジンの慣らし手順を実行しないと、エンジンの使用期間にわたって性能が劣化し、エンジ
ンの故障を招く恐れがあります。慣らし手順は必ず実行してください。
1. はじめて船舶の操作を行うときは、最初の 1 時間は。さまざまなスロットル設定で最大 2000

RPM にての試し稼働またはおよそハーフスロットルでのエンジンの試し稼働を行ってくださ
い。

2. 次の 1 時間では、エンジンを様々なさまざまなスロットル設定で最大 3000 RPM にて、または
3/4 スロットルで、またおよそ 10 分に 1 分フルスロットルにしながら、エンジンの試し稼働を
行ってください。

3. 次の 8 時間は、一度に 5 分以上は全速で連続運転しないようにします。

エンジンの始動
始動前に、「運転」の「始動前の点検リスト」、 「注意を要する運転操作」及び「馴らし運転」 を良く
お読みください。

!  注意
ウォータポンプの損傷やエンジンのオーバーヒートを防ぐため、ギアケースの冷却水取入口を通し
て水が循環しない場合は、船外機を（瞬間的でさえ）始動したり、運転してはいけません。

運転
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1. エンジンのオイルレベルを点検します。 船外機を操作（垂直）位置に保持し、オイルレベルが
適正な位置（上限マークと下限マークの中間）にあるかを点検します。

2. 船外機をニュートラル（Ｎ）位置にシフトします。

N

3. 冷却水取入穴が水中に沈んでいることを確認します。

4. 燃料タンクのエアベントを開きます。

運転
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9. スタータが噛み合うのを感じるまで、スタータロープをゆっくり引き、その後ロープを一気に
引いてエンジンをクランキングします。 ロープをゆっくり戻します。 エンジンが始動するま
で、これを繰返します。

10. エンジン始動後、テルテールから水が一定して流れ出ていることを確認します。
重要： テルテールから水が出ていない場合は、エンジンを停止し、水取入口に異物が詰まっていな
いか点検します。 異物がない場合は、ウォータポンプの故障、又は冷却水通路内部に異物が詰まっ
ています。 冷却システムに冷却水が循環しない場合は、エンジンのオーバーヒートの原因になりま
す。 販売店にて、船外機の点検を依頼してください。 オーバーヒートしたエンジンを運転させると、
エンジンに重大な損傷を与える原因となります。

ギアシフト
この船外機には、下の２ヶ所のギアシフト位置があります: フォワード 「F」、ニュートラル 「N」

スロットルグリップをアイドル位置に戻します。

ギアシフトは、常に素早く行います。

N

F

運転
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船外機の後進
1. スロットルグリップを低速「slow」位置に回します。

2. 反対方向に向きを変える場合は、船外機を 180°回転させます。 チラーハンドルは、操作を容易
にするために後方に回転させることもできます。

3. 船外機を前進方向に再度戻す場合は、スロットルグリップを低速「slow」位置に回します。

エンジンの停止
スピードを下げ、ストップスイッチを押すか、ランヤード停止スイッチを引いてエンジンを停止しま
す。

a - ストップスイッチ
b - ランヤード

a

b

運転
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4. 水道の水を止めます。 ホースカップリングを取外し、プラグとガスケットを元通り取付けま
す。

a - プラグとガスケット
b - ホースカップリング

トップカウリングの取外しと取付け

取外し
1. リヤカウルラッチを取外します。

2. カウリングのリヤ（後部）を引き上げて、前部のフックとの噛み合いを外します。

b

a

メンテナンス
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取付け
1. 前部のフックを噛みあわせ、トップカウリングを下げます。

2. リヤカウルラッチをロックします。

防食アノード
船外機のギアケースには、防食アノードが取付けられています。 アノードは船外機の金属の代わりに
徐々に腐食して、船外機本体の金属部分の腐食を防止します。

塩水はアノードの腐食を速めるので、塩水で使用する場合は定期的に点検をしなければいけません。
この防食性能を維持するために、アノードは常に完全に腐食する前に交換します。 アノードの効果を
減少するので、アノードに塗装したり、保護コーティングをしてはいけません。

外部の手入れ
船外機は、丈夫なエナメル焼付け仕上げで保護されています。マリンクリーナーとワックスを使用し
て、頻繁に清掃し、ワックスを塗布します。

プロペラの交換

!  警告
ギアを入れたままでプロペラシャフトを回転させると、エンジンがクランクして始動する可能性が
あります。 事故を防止するためにプロペラを点検・整備する際は、必ずニュートラル（N）位置に
ギアをシフトし、スパークプラグリード線をスパークプラグから引き抜いておきます。

1. エンジンの始動を防ぐために、スパークプラグからスパークプラグ リード線を外します。

メンテナンス
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2. ギアをニュートラルにシフトします。

N

3. コッターピンのタブを真っ直ぐにして、取外します。

a - コッターピン

4. シャフトからプロペラを取外します。 ドライブピンを保管しておきます。 プロペラがシャフ
トに固着して取外しが困難な場合は、販売店でプロペラを取外してもらいます。

a - ドライブピン

5. ドライブピンをプロペラシャフトに取付けます。

a - ドライブピン

6. プロペラをシャフトに取付け、プロペラの溝とドライブピンを合わせます。

a

a

a

メンテナンス
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7. プロペラの穴を通して、コッターピンを取付け、抜けないように折り曲げます。

a - コッターピン

スパークプラグの点検と交換

!  警告
損傷したスパークプラグブーツを使用すると、火花が発生し、エンジンのカウルにたまった燃料の
蒸気に引火し、重傷や死亡事故、火災、爆発のおそれがあります。スパークプラグブーツの損傷に
よるこうした危険を防ぐため、スパークプラグブーツの取り外しでとがったものや金属器具を使用
しないでください。

1. スパークプラグを交換します。ラバーブーツをすこしねじってから引いて外します。

2. スパークプラグを取り外して調べます。電極が摩耗していたり、絶縁体が粗くなっている、割
れている、壊れている、めくれたり凹凸がある、汚れているときはスパークプラグを交換しま
す。

3. スパークプラグギャップは仕様通りに設置してください。

a

メンテナンス
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• チラーハンドルラバーブッシング：内径をエンジンオイルで潤滑します。

• スウィベル ブラケット：リヤカバーから４ヶのスクリュを取外し、リヤカバーを取外しま
す。内部ナイロンブッシングを潤滑します。

a - リヤカバー

エンジンオイルの交換

エンジンオイルの容量
エンジンオイル容量は、約 300 ml  (10 fl. oz.)です。

エンジンオイルの交換
1. 船外機を、直立（チルトアップしていない状態）に位置づけます。

2. ドレンプラグにアクセスするために、船外機を回転します。 ドレンプラグを取外し、適切な容
器の中へエンジンオイルを排出します。 ドレンプラグのシールをオイルで潤滑し、元通り取付
けます。

a

メンテナンス
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水に沈んだ船外機
水に沈んだ船外機は、水から引上げた直後に、販売店でのサービスが必要となります。エンジン内部
の腐食損傷を最小限にするために、エンジンが大気に露出した直後に、販売店に点検・整備をしても
らいます。

メンテナンス
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格納時の船外機の姿勢

!  注意
凍結温度時に船外機をチルトアップして保管すると、残っている冷却水，又はギヤケースのプロペ
ラ排気口から入った雨水が凍り、船外機が損傷する場合があります。

1. 持ち運び、輸送、格納時する場合は、エンジンを下の２つの位置に保ちます。 これにより、ク
ランクケースからオイルが流れ出るのを防止します。

a - 直立（垂直）位置
b - チラーハンドルを上にする

2. 下図の姿勢でエンジンを持ち運んだり、格納、輸送しては絶対にいけません。 クランクケース
からオイルが流れ出し、エンジンへ損傷を与える原因になります。

a b

格納
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